








要約:名古屋市では昭和 57 年度から学校心臓検診の一環として川崎病検診が行われてきた。

最初は川崎病既往者全員に川崎病検診(精検)をし、新しく冠動脈病変が発見された。最近、

症例の多くは主治医の定期検診を受けているので、検診を受けていない症例だけに精検を

行う方式に変更した。しかし全体の冠動脈病変の頻度は変わらなかったので、敢えて対象

者全員に精検を行う必要はなくなった。しかし中学生、高校生は注意深いアンケートチェ

ックと必要に応じ心エコー検査を含む精検が必要である。


